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を行な う混成光学系を用 い た もの で あ っ た 。

　 そ れ に 対 し て 我 々 は
， こ の 現象 を全光学系 に おい て観測する こ と を試み た 。単

一
モ

ー ド光 フ

ァ イ バ ー を非線形誘電媒質 と して用 い て全 光学的 リ ン グ共振器 を構成 した 。ま た ， 入射 光 とし

て は強制 モ ー ドロ ッ クQ ス イ ッ チ YAG レ
ー

ザーか らの 出力 の パ ル ス 列 の 第 2 高調波 を用 い た 。

こ の 準定常的 な強 い パ ル ス 列 と単一モ ー ド光 フ ァ イ バ ー
と の 組み合 わ せ に よ っ て ， 光が共振器

を 1 周する ときの 非線形 屈折率 n2 に よ る位相 変化は
，

π の 程度 に な る こ と が期待 で きる 。τ
、
は

モ ー ド同期 の 周期 と正 確 に
一

致 させ た （τ 。
・＝ 　7．　6　nsec ．　 r

−1
　＝ 　10psec ）。 入射 光強度 を増 し

て い くと出力光 の パ ル ス 列は 交互 に 高低 を繰 り返 した。こ れ は ， 周期が 2 τ
、

の 2 倍周期状態 で

あ る 。 さらに 入射光 強度 を増す と ， 出力光 の パ ル ス 列 の 高さは 非周期的に 変化 した 。 こ れ はカ

オ ス 状態 で あ る 。

　非線形屈折率 n2 は 3 次の 非線形過 程に よ っ て 生 じる 。 そ こ で ， 以上 の 現象 を ， 非線形パ ラメ

ト リ ッ ク発 振 に よ っ て 入 射光 の モ
ー ドの 中央に 新 し い 振動数の 光が発生す る ， と い う考え方

で説明す る こ とが可能 で ある 。 これ に よ っ て 共振器 内に お け る光不安定性 を い っ そ うよ く理解

す る こ とが で きた 。

2． WT − 2 トカ マ ク ・ プ ラ ズ マ か ら の

　　　電子 サ イ ク ロ トロ ン 放射

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 井　上　　　考

　 トカ マ クは数年 の うちに 核融合臨界 プ ラ ズ マ 条件 を達成す る もの と期待 され て い るが ， 誘導

電流 に よ る パ ル ス 運転で あ るた め ， 炉 の 実 現に は 問題 が多い 。そ こ で 高周波 を用い て プ ラズ マ

電流 を駆動す る こ とに よ り， トカ マ ク の 定常化又 は 準定常化 を実現す るため の 研究 が進め られ

て い る。 こ の 高周 波電流駆動の 物理的機構 を明 らか にす るた め に は ， プ ラ ズ マ 電子 の エ ネ ル ギ

ー分布 の 振舞 を調 べ るこ とが重 要で あ る 。

　プ ラ ズ マ か ら の 電子 サイ ク ロ トロ ン 放 射 （ECE ）の 測定か ら，
プ ラ ズ マ 電子 の エ ネ ル ギー分

布 の 情報が得 られ る。す なわ ち， ト ロ イ ダル 磁 場 の 大半径方向変化 を利用 し て 電子温度の 空間

分布及 び時聞変化 を知 をこ とが で き ， さ らに高速電子 の 存在及 び そ れ の 緩和過程の 情報 も得 ら

れ る 。

　 50G 及 び 68GIIz の ラ ジ オ ・メ
ー

タ を試作 し ， プラ ズ マ か らの ECE 測定に よ っ て以 下 の 結

果 を得た
。 （1＞電子温度 Te の 分布 を求 め ， あわ せ て GP レ

ー
ザー の トム ソ ン 散乱 に よ り　Te の 絶
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対較正 を行 っ た 。  低密度放電に お い て は ECE が増大す る 。 こ れ が高速電子 に よ る こ とを示

した 。 （3｝ロ ア ・ハ イ ブ リ ッ ド波 （LIIW ）を印加す る こ とに よ り駆 動 され た電流 が ， 高速電子 に

よ っ て 荷 わ れ て い る こ とを示 した 。（4）ジュ
ー

ル 加 熱 を用 い ずに ， 高周波放電 に よ り生成 し た プ

ラズ マ に LHW を印加 して ， 電流 を立 ちあげ保持す る こ とが で きる 。こ の プ ラズ マ に 対 して も（3）

と同様 の 結果 を得た 。（5庵 流駆 動 の 条件 と し て ， タ
ーゲ ッ ト ・プ ラ ズ マ 中に LHW と共鳴する

高速電子 の 存在が重要で ある こ と を示 した 。

3． NMR に よ る 乱流 の 測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 川　辺 　 　　豊

　
一

様な 磁揚π。
と磁場勾配 G の 中に在 る直径 〜 1   の 円管を流れ る水 の 流れ に 対 し て ，Carr −

Purcell−Meiboom ・Gill法 パ ル ス NMR を行 っ た 。
パ ル ス NMR を用 い る と流れ に全 く擾乱 を

与 えず に
， 流体 それ 自身 か ら直接 Lagrange 的な情報 を得 る こ とが 出来 る 。 第 1 ス ピ ン エ コ ー

の 強度は流速分布 ， 第 2 ス ピ ン エ コ
ー

の 強度 は流速 の 変動 と関連 し て い る 。主 として 後者 に っ

い て 実験 と解析 を行 っ た 。

　第 2 エ コ ー の 強度 は ∫（γG ）＝ M
。
〈 expirG ん 〉（ん は ス ピ ン の 位置又 は速度 に 関す る量 ）

と 書 ける。こ の 量は水が静止 して い る時及 び層 流状態の 時は Me で あるが ， 乱流状態 に な る と減

衰す る 。 これ は 乱流に よ る流体粒 子 の 拡散の 為で ある 。 こ の 時 S （γG ）をrG に つ い て 展 開 した 。

　　　　　　　　　・ （・・ ）− M
・ ｛・一〈

者i＞ （・e ）
・

＋ 等 ・ （rG ）
・ 一一 一｝

＜ h2 ＞ ， 〈 h4 ＞ を Taylor の 乱流拡散 モ デル か ら導 かれ た 2 時間及 び 4 時問相 関関数

　　　　　　く v （t 、）　 v （ち ）〉 ＝ ＜ 叶 ＞ e
− Lgt1ilir1・1’

．

‘2i

　　　　　〈・・ ・… ）　V ・t・）V … ）　V ・t・ ）〉 一 〈 v…＞
2
　・xp ｛

一 囲

差
（

剄
　（t1

「… 4 は t
、

… t4 を時間の 遅 い 順に 並べ た もの ）を用 い て計算す る と 〈 h4＞／〈 バラ》 1

とな る 。 こ の 様な場合は 高次 の 項が 無視で きな い の で ，
line　 shape の 問題 を考 え る際 に 使わ

れ る
“

メ モ リ
ー

関数 の 方法
”

を用い て S （γG ）を計算した 。 その 結果 ， G 依存性 に っ い て は 実験

と良く
一
承する 結果 が得 られ た 。 曲線 を実験 結果 に フ ィ ッ テ ン グ させ る と ， 〜邪 ，

τ
、 と

い う量 が求 ま る 。 師 は 流速 が 臨界 Reynolds数を越 え る とともに 増加 す る が ， τ。 に は著
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